2007.7.9

品質試験方法と施工時諸特性との相関性評価研究委員会（JCI-TC074A）

第１回　全体委員会　議事録(案)

１．日　時：平成19年7月3日(火)　14:00～16:00

２．場　所：日本コンクリート工学協会会議室

３．出席者：綾野委員長、丸屋、小島の各幹事、岩田、宇治、浦野、小野、大島、黒岩、神代、桜井、高橋、谷村、半井、依田、渡辺、山口、梁の各委員

(以上18名　敬称略)

４．資　料：

1-1：JCI研究委員会資料

1-2：各WGの概要

1-3：各WGの説明資料

1-4：材料係数説明資料

1-5：コンクリート標準示方書における安全係数

1-6：建築における材料係数

1-7：WG１活動計画（案）

1-8：WG２活動計画説明資料

1-9：WG３活動計画（案）

1-10：名簿

1-11：文献抄録

５．議　事：

5.1. 委員長による委員会の概要説明と質疑

· 綾野委員長より，資料1-1～1-４に基き本委員会の目的，活動概要について説明．とくに，今後の活動では，材料係数を常に考えて活動を進めることが提案された． 

· 宇治先生より，土木学会施工性能委員会との違いについて追加説明．

· 建設工事では設計および計画されたコンクリートを構造物で実現することが重要であり．材料係数はそれを計る指標である．

· セメントごとに材料係数を変えることも考慮する．

5.2. 土木における材料係数の考え方の説明と質疑

· 丸屋より1-5により土木における材料係数に関連する内容が説明された．

· ダムコンクリートでは許容応力度法が用いられており，材料係数は考えていない．施工の関する数値は割増し係数に入っておいるのが現状．

· 材料係数に含まれる施工要因は，強度よりも耐久性照査に影響が大きい．

· JRでは供試体と構造物の強度差を材料係数で考慮している．コア強度によっては材料係数を1にする．

· NEXCOでも，道路構造物ではJRと同様の考え方である．

5.3. 建築における材料係数の考え方の説明と質疑

· 小島幹事より資料1-6により建築における材料係数関連する内容が説明された．

· 建築では材料係数というはっきりとした定義はないが，コンクリートの種類や部材の特性に応じ，適切な補正を行った調合となるように考慮されている．

· 強度に関しては，建築基準法施行令で，91日以内に構造体コンクリート（コア強度の平均値）が設計基準強度以上であることが求められている．従って，JASS 5では，コンクリートの種類や部材の特徴，すなわち，外気温の影響を受けやすいものは外気温の違いによる強度補正値を，高温履歴を受ける部材では構造体コンクリートと供試体の強度差の補正値を，調合設計で考慮し，これに品質のばらつき分を上乗せして調合を定めることになっている．

· 一般には，施工による構造体強度の変動は考慮されていない．

· スランプに関しては，設計者が，学会規準・仕様書類で規定する上限値をそのまま指定していることが多い．指定値が適切でないと施工者判断した場合は，監理者の承認を得られれば変更可能である．

· 原子力関係でも，供試体強度と構造体強度についての測定が行われた上で，調合計画を定めている．高強度コンクリートの場合と近い様である．

5.4. 各WGの活動計画案の説明

· 宇治委員より資料1-7を用いてWG1の活動概要が説明された．新しい試験方法ではなく，現存する試験方法の有効利用を考えることが提案された．

· 綾野委員長より，WG2の活動概要が説明された．ここで，材料係数を考える際に，とくに強度について特定して議論することが提案された．

· 丸屋より，資料1-9を用いてWG3の活動概要が説明された．ここでは，海外における試験方法などの調査を先行することが報告された．

5.5. 委員自己紹介

5.6. その他

· 全体委員会の開催は年３回．

· 次回全体委員会　10月2日14:00～17:00

· ホームページに議事録をアップ．担当者を決める．

以　上

（丸屋記）
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